
普通預金（無利息型を含む）規定、貯蓄預金規定 
 
下線部を追加・変更いたします。 
 
  （預金の払戻し） 

  （１）  この預金を払い戻すときは、当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名押印

してこの通帳とともに提出してください。 

（２）  前項に定める記名押印は、個人である預金者本人による手続きの場合に限り、当金

庫が認めたときは、本人の署名によってこれに替えることができます。 

 
（印鑑照合等） 

（１）  払戻請求書、諸届その他の書類に使用された印影を届出の印鑑と相当の注意をもっ

て照合し、相違ないものと認めたほか、払戻請求書が預金払戻しの権限を有しないと判

断される特段の事情がないと当金庫が過失なく判断して行った払戻しは有効な払戻しと

します。なお、個人のこの預金の取引において、預金者は、盗取された通帳を用いて行

われた不正な払戻しの額に相当する金額について、次条により補てんを請求することが

できます。 

 （２）  （預金の払戻し）第２項に基づき届出の印章を受けなかった場合においても、払戻請

求書が本人によって作成されたことを本人確認書類の提示を受けることにより相当の注

意をもって確認し、本人による請求に相違ないものと認めて取扱ったときは、それらの書

類について偽造、変造その他の事故があってもそのために生じた損害については、当

金庫は責任を負いません。 

 

 

総合口座取引規定 

（預金の払戻し等） 

（１）普通預金の払戻しまたは定期預金の解約、書替継続をするときは、当金庫所定

の払戻請求書に届出の印章により記名押印して、この通帳とともに提出してくだ

さい。 

（２）前項に定める記名押印のうち普通預金については、個人である預金者本人に

よる手続きの場合に限り、当金庫が認めたときは、本人の署名によってこれに

替えることができます。 

 

 

 

 



（印鑑照合等） 

（１） 払戻請求書、諸届その他の書類に使用された印影を届出の印鑑と相当の注意をもっ

て照合し、相違ないものと認めたほか、払戻請求書が預金払戻しの権限を有しないと判

断される特段の事情がないと当金庫が過失なく判断して行った払戻しは有効な払戻しと

します。なお、個人のこの預金の取引において、預金者は、盗取された通帳を用いて行

われた不正な払戻しの額に相当する金額について、次条により補てんを請求することが

できます。 

 （２）  （預金の払戻し等）第２項に基づき届出の印章を受けなかった場合においても、払戻

請求書が本人によって作成されたことを本人確認書類の提示を受けることにより相当の

注意をもって確認し、本人による請求に相違ないものと認めて取扱ったときは、それらの

書類について偽造、変造その他の事故があってもそのために生じた損害については、

当金庫は責任を負いません。 

 

 

 

普通預金（無利息型を含む）規定、貯蓄預金規定、総合口座取引規定 

 （解約等） 

    （１） この預金口座を解約する場合には、通帳および届出の印章を持参のうえ、当金庫に

申出てください。 

（２） 前項に定める届出の印章の持参は、個人である預金者本人による手続きの場合に限

り、当金庫が認めたときは、本人の署名によってこれに替えることができます。 

 

 


